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教材４－Ａ－（１） 度数分布表 
 
① 『度数、最頻値

さいひんち
』の解決のために 

 

それぞれの言葉の意味 
 
 ○ 度数とは、それぞれの階級に入っている個数 

    
   ａ＝（総度数）－（15ｍ以上 17ｍ未満以外の度数の和） 

 
これより ａ＝ 
   
○  最頻値とは、度数のもっとも多い階級の真ん中 
の値 

      
        

 

 

 

 

 

 

 

次の数値は、ある中学校Ａ組男子のハンドボール投げの記録である。次の各問に答えなさい。 
 
ハンドボール投げ記録         

 
 
 
 

（単位ｍ） 
表１ ハンドボール投げ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階 級（ｍ） 

以上  未

満 

度数

（人） 

 ９ ～ １１  １ 

１１ ～ １３  ５ 

１３ ～ １５ １０ 

１５ ～ １７  ａ  

１７ ～ １９ １９ 

１９ ～ ２１  ６ 

２１ ～ ２３ １１ 

２３ ～ ２５ １７ 

２５ ～ ２７ １０ 

２７ ～ ２９  ５ 

合計  １００ 

階級（ｍ） 

以上 未満 
度数（人） 

１１～１３ 

１３～１５ 

１５～１７ 

１７～１９ 

１９～２１ 

２１～２３ 

２３～２５ 

２５～２７ 

２７～２９ 

１ 

（ ａ ） 

( ｂ ) 

３ 

( ｃ )  

( ｄ )  

( ｅ ) 

１ 

１ 

合 計  ２０ 

２３，１８，２３，２４，１６，２８，１８，２４，２０，１４   

２６，２２，１９，２３，１７，２１，２０，１９，１１，１５ 
 

たしかめよう 
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（１）ハンドボール投げの記録の表１（ａ）～(ｅ）にあてはまる値を求めなさい。 
 

 

 

 

 

（２）表１の名称を答えなさい。 
 
 
 
（３）表１の階級の幅を答えなさい。 

 
 
 
 
（４）中央値の含まれる階級を答えなさい。 

 
 
 

 

（５）最頻値の含まれる階級の度数を求めなさい。 
 

 

 

 

（６）最頻値の含まれる階級の相対度数を求めなさい。 
 

 

 

 

（７）ハンドボール投げの記録の範囲を求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( ａ )         ( ｂ )         ( ｃ )         ( ｄ )         ( ｅ ) 
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教材４－Ａ－（２） 度数分布表 
 

 ① 『度数分布表の問題』の解決のために 
 

それぞれの言葉の意味 
 
○ 度数とは、それぞれの階級に入っている個数    【表】ある市の９月の最高気温 

 
ａ＝（総度数）－（26°C以上 28°C未満以外の度数 

の和） 
 

これよりａ＝ 
   

○  相対度数とは、各階級の度数を、総度数でわった値
あたい

 

 
 これより、最高気温が 30°Cの日が入る階級の相対度数は 

 

           ÷         ＝ 

 

 

 

 

 

 

  右の【表】は、ある県の８月の最高気温の測定結果を  【表】ある県の８月の最高気温 

 度数分布表にまとめたものです。 
 
  ① 【表】の  a  にあてはまる数を求めなさい。 
 
 
  
 
 
 
 
  ② 最高気温が 34°Cの日が入る階級の相対度数を求めな 

さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 階級(℃) 

以上  未満 
度数(日) 

 

２２～２４ 

２４～２６ 

２６～２８ 

２８～３０ 

３０～３２ 

３２～３４ 

２ 

４ 

ａ    

３ 

１２ 

６ 

合計 ３０ 

 階級(℃) 

以上  未満 
度数(日) 

 

２２～２４ 

２４～２６ 

２６～２８ 

２８～３０ 

３０～３２ 

３２～３４ 

３４〜３６ 

３６〜３８ 

１ 

a 

１ 

４ 

１２ 

８ 

３ 

０ 

合計 ３１ 

たしかめよう 
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教材４－Ａ－（３） 度数分布表 

 
① 『相対度数』の解決のために 
 

  

○  相対度数とは、 

 

「その階級の度数の、資料全体の個数（各階級の度数の合計） 

 

に対する      」 であり、      

        

                

 

 

（相対度数）＝             で求められる。 

 

 

 

 

   例えば、右上の表で「１８点」という得点の生徒が入る       

階級の度数は７であるので、 

 

 

相対度数は    ＝ ０.２８ となる。 

 

相対度数は、全体の個数が異なるいくつかの資料を比べるときに、大変便利である。 

                   

 

 

 

 

 （１）右の表は、１年１組の生徒３６人と 

３年１組の生徒４０人に、前日にテレ 

ビを見ていた時間をアンケート調査 

した結果です。 

 ６０分以上９０分未満の階級の相対 

度数を、それぞれ求めなさい。 

 

  １年１組 

 

 

 

  ３年１組 

 

 

階級(点) 度数(人) 

以上  未満 

０～５ 

５～１０ 

１０～１５ 

１５～２０ 

２０～２５ 

２５～３０ 

 

  ３ 

２ 

  ６ 

 ７ 

 ４ 

  ３ 

合計 ２５ 

階 級（分） 

 

度数（人） 

１年１組 ３年１組 

以上  未満 

０ ～ ３０ 

 

１ 

 

６ 

３０ ～ ６０ ５ １０ 

６０ ～ ９０ ９ ９ 

 ９０ ～ １２０ ８ ８ 

１２０ ～１５０ ９ ５ 

１５０ ～１８０ ２ ２ 

１８０ ～２１０ ２ ０ 

合計 ３６ ４０ 

たしかめよう 

【

【表】２年１組の生徒の得点 

 

【表】前日にテレビを見ていた時間 

２５

７
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   （２）右の表は、適量だと感じるハンバーグ 

の重さについて１学年の生徒にアンケート 

調査をした結果です。 

 Ａさんはこのアンケートに、１６０ｇ 

が適量だと答えました。Ａさんが含まれ 

る階級の相対度数をもとめなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階 級（ｇ） 度数（人） 

以上  未満 

100 ～ 130 

   

 ３ 

130 ～ 160 １６ 

160 ～ 190 １４ 

190 ～ 220    ５ 

220 ～ 250    ６ 

250 ～ 280    ２ 

280 ～ 310    ３ 

310 ～ 340    １ 

計   ５０ 
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教材４－Ａ－（４） 度数分布表 

 
①『相対度数』の解決のために 

 

  

○  相対度数とは、 

 

「その階級の度数の、資料全体の個数（各階級の度数の合計） 

に対する割合」であり、      

        

                

 

 

（相対度数）＝             で求められる。 

 

 

 

 

   右上の表で「１３点」という得点の生徒が入る階級は 

 

       点以上     点未満  の階級で、この階級の度数は     人です。 

 

   よって、 

 

相対度数は    ＝ ０.２８ となる。 

 

○ 相対度数は、全体の個数が異なるいくつかの資料を比べるときに、大変便利である。 

                   

 

 

 

 右上の【表】２年２組の生徒の得点について、次の得点の生徒が入る階級の相対度数を求めなさ   

い。 

 

（１）２７点  

 

 

 

 

 

（２）２０点 

 

 

 

 

階級(点) 度数(人) 

以上  未満 

０～５ 

５～１０ 

１０～１５ 

１５～２０ 

２０～２５ 

２５～３０ 

 

  ２ 

３ 

  ７ 

 ５ 

 ６ 

  ２ 

合計 ２５ 

たしかめよう 

【

【表】２年２組の生徒の得点 

 

 

２５

７



                     年     組 名前                   

7 

 

教材４－Ａ－（５） 度数分布表 

 
①『相対度数』の解決のために 

 

  

○  相対度数とは、 

 

「その階級の度数の、資料全体の個数（各階級の 

度数の合計）に対する割合」であるから、              

                

 

 

（相対度数）＝           で求められる。 

 

 

 

 

   右上の表でハンドボールを２０ｍ以上２５ｍ未満 

の階級で、この階級の度数は 

 

            人です。 

 

   よって、 

 

相対度数は    ＝ ０.２８ となる。 

 

○ 相対度数は、全体の個数が異なるいくつかの資料を比べるときに、大変便利である。 

                   

 

 

 

 右上の【表】Ｂ中学校のハンドボール投げの記録について、次の記録の生徒が入る階級の相対度数を

求めなさい。 

 

（１）２７ｍ  

 

 

 

（２）３４ｍ 

 

 

 

（３）１５ｍ 

 

 
 

 

階級(ｍ) 度数(人) 相対度数 

以上  未満 

０～５ 

５～１０ 

１０～１５ 

１５～２０ 

２０～２５ 

２５～３０ 

３０～３５ 

３５～４０ 

   

０ 

  ２ 

３ 

  ９ 

１６ 

 ８ 

  １ 

１ 

   

 

 

 

 

ａ 

   

 

合計 ４０ １．００ 

たしかめよう 

【

【表】Ｂ中学校のハンドボール投げの記録 

 

４０

１６

 
 


